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法律上の表示

保証

HP の製品およびサービ スに対する保証は、 各製品およびサービ スに添付された明示の保証書に記載されている

ものに限定されます。 本書は保証を補填する ものではあ り ません。 HP は本書に掲載されている技術的な誤記、

誤植、 欠落に対し て責任を負いません。

こ こに掲載されている情報は予告な しに変更される こ と があ り ます。

権利の制限

本書で取 り 扱っている コ ンピ ュータ ソ フ ト ウ ェ アは秘密情報であ り 、 その保有、 使用、 または複製には、 HP か

ら使用許諾を得る必要があ り ます。 FAR 12.211 および 12.212 に従って、 商業用コ ンピ ュータ ソ フ ト ウ ェ ア、 コ

ンピ ュータ ソ フ ト ウ ェ ア ド キ ュ メ ンテーシ ョ ン、 および商業用製品の技術データは、 ベンダ標準の商業用使用許
諾のも と で、 米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権

© Copyright 2003–2007 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Windows® および Windows NT® は、 米国 Microsoft Corporation の米国におけ る登録商標です。 

Oracle® は、 米国 Oracle Corporation, Redwood City, California の米国における登録商標です。

Java™ は、 米国 Sun Microsystems, Inc. の商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

こ のマニ ュ アルのタ イ ト ルページには次の識別情報が記載されています。

• バージ ョ ン番号。 ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンを示し ます。

• 印刷日。 ド キ ュ メ ン ト が更新される たびに変更されます。

最新の更新の有無を確認するには、 また最新版の ド キ ュ メ ン ト を使用し ているかど う かを確認するには、 次の
URL にア ク セス し て く だ さい。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ 

製品の適切なサポー ト サービ ス契約を締結し ていただ く こ と によ り 、 更新版または最新版がお客様に送付されま
す。 詳細については HP の営業担当までお問い合わせ く だ さい。
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サポート

HP ソ フ ト ウ ェ アサポー ト 専用 Web サイ ト をご覧いただけます。

http://support.openview.hp.com/support.jsp 

HP ソ フ ト ウ ェ アのオン ラ イ ンサポー ト では、 対話形式の技術サポー ト ツールに効率的にア ク セスでき ます。 サ

ポー ト サイ ト では次の こ と が可能です。

• 関心のあ る ド キ ュ メ ン ト を検索する

• サポー ト ケースの登録 / ト ラ ッ キングおよび拡張機能の要求

• ソ フ ト ウ ェ アパッチのダウ ン ロード

• サポー ト 契約の管理

• HP サポー ト 契約を調べる

• 利用可能なサービ スに関する情報を確認する

• 他の ソ フ ト ウ ェ ア利用者と デ ィ ス カ ッ シ ョ ンする

• ソ フ ト ウ ェ ア ト レーニングの検索および登録を行 う

サポー ト の多 く では、 HP Passport へのユーザー登録と サイ ン イ ンが必要です。 多 く の場合、 サポー ト 契約も必

要です。

ア ク セス レベルおよび HP Passport に関する詳細は、 次の URL で確認し て く だ さい。

http://support.openview.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 概要
本章では、 次の項目について説明し ます。

• OVPI および Ethernet Statistics Group

• バージ ョ ン履歴

• ネ ッ ト ワーク ノ ード マネージ ャ (NNM) と の統合

• レポー ト のカ ス タマ イ ズ方法

• 追加情報の入手先

OVPI および Ethernet Statistics Group

Performance Insight は、 多 く の ソースからデータ を収集し、 詳細な傾向分析を実行、 パフ ォー

マン スのベース ラ イ ンを管理し て、 使いやすい Web ベースのレポーテ ィ ングをユーザーに提供

する パフォ ーマンス 管理アプリ ケーショ ンです。 次に挙げる のは、 一部の OVPI 機能の一覧です。

• 分散アーキテ クチャ

• 拡張のしやすさ  ( 数千にも及ぶエージェ ン ト からのデータ収集をサポー ト )

• CODA/OVPA エージェ ン ト のサポー ト

• マルチカンパニーのセキ ュ リ テ ィ モデル

• データ ウ ェ アハウジング

• 準 リ アルタ イ ム レポー ト

• 予測

• 広範囲に及ぶ集約 ( 日別、 週別、 月別、 場所別、 カス タマ別 )

• し きい値およびア ラー ト

• ボ ト ルネ ッ ク の容易な識別

• キ ャパシテ ィ 傾向の容易な評価

• 管理のための正確でタ イ ム リ ーな ド キ ュ メ ンテーシ ョ ン

RFC2821 は、 RMON プローブがコ ン ソールマネージ ャ と 交換する統計情報と 機能を定義し てい

ます。 Ethernet Statistics Group は、 RFC2821 で定義されているい く つかのデータ グループの

1 つです。 Ethernet Statistics Group のデータは、 次のカ ウ ン タによ って生成されます。

• ド ロ ッ プイベン ト

• オ ク テ ッ ト

• パケ ッ ト

• ブロード キ ャ ス ト パケ ッ ト
7



• マルチキ ャ ス ト パケ ッ ト

• CRC 配列エラー

• 小さ なサイ ズのパケ ッ ト

• 大き なサイ ズのパケ ッ ト

• フ ラ グ メ ン ト

• ジ ャバ

• コ リ ジ ョ ン

• 64 オ ク テ ッ ト 未満のパケ ッ ト

• 65 ～ 127 オ ク テ ッ ト のパケ ッ ト

• 128 ～ 255 オ ク テ ッ ト のパケ ッ ト

• 256 ～ 511 オ ク テ ッ ト のパケ ッ ト

• 512 ～ 1023 オ ク テ ッ ト のパケ ッ ト

• 1024 ～ 1518 オ ク テ ッ ト のパケ ッ ト

RMON Ethernet Statistics Report Pack は OVPI にイ ン ス ト ールされます。 このパッ ケージの

レポー ト を使用し て、 上記のカ ウ ン タが収集し ている内容を簡単に確認する こ と ができ ます。
RMON Ethernet Statistics Report Pack には次のレポー ト が含まれています。

1 ブロード キ ャ ス ト / マルチキ ャ ス ト パケ ッ ト の履歴分析

2 ブロード キ ャ ス ト / マルチキ ャ ス ト パケ ッ ト の準 リ アルタ イ ム分析

3 パケ ッ ト サイ ズの履歴分布 

4 パケ ッ ト サイ ズの準 リ アルタ イ ム分布

5 履歴エラー

6 準 リ アルタ イ ムエラー

7 ド ロ ッ プイベン ト

8 イ ンベン ト リ レポー ト  

履歴レポー ト では、 前日のパフ ォーマン ス と それ以前の 31 日間のパフ ォーマン ス を比較し ます。

準 リ アルタ イ ム レポー ト は、 過去 12 時間のパフ ォーマン ス を詳細に調べます。 準 リ アルタ イ ム

レポー ト に見られる カ ウ ン ト と 割合 ( パーセン ト ) は、 直近の数分以内に行われた最新のポー リ

ングによ って取 り 出されたデータ を計算に入れています。
8 第 1 章



バージ ョ ン履歴

次の表に、 RMON Ethernet Statistics に対する拡張機能の詳細を示し ます。

ネッ トワーク ノードマネージャ (NNM) との統合

OVPI と 共に NNM を使用し ている場合、 OVPI と NNM を統合する こ と で問題診断の機能を向

上させる こ と も でき ます。 これまでは、 NNM と OVPI を統合させる ために、 両方のサーバーに

パッ ケージを イ ン ス ト ールし ていま し た。 こ の処理が最近変更にな り ま し た。 NNM と OVPI は

両方と も必要なパッ ケージがあ らかじめイ ン ス ト ールされた状態で出荷されている ため、 パッ
ケージを イ ン ス ト ールする必要がな く な り ま し た。 パッ ケージを イ ン ス ト ールする代わ り に、
NNM サーバーで統合ス ク リ プ ト を実行し、 OVPI で統合ウ ィ ザード を起動し ます。

NNM と OVPI が統合されている場合、 またはこれから統合する場合は、 RMON Ethernet 
Statistics に付属する Thresholds サブパッ ケージを必ずイ ン ス ト ールし て く だ さい。

Thresholds サブパッ ケージを イ ン ス ト ールする と 、 Thresholds モジ ュールは OVPI データベー

スのブロード キ ャ ス ト / マルチキ ャ ス ト し きい値を監視し、 違反が見つかった場合に何らかのア

ク シ ョ ンを行 う よ う 設定されます。 デフ ォル ト のア ク シ ョ ンでは、 NNM に違反 ト ラ ッ プを送信

し ます。 NNM が受け取った違反 ト ラ ッ プは NNM ア ラームブラ ウザにア ラーム と し て表示さ

れ、 NNM オペレータはこれに対し て OVPI レポー ト を起動し ます。 

Thresholds モジ ュールの設定は必要あ り ません。 違反 ト ラ ッ プに対し てア ク シ ョ ンを定義し た

り 、 宛先を指定する必要はあ り ません。 ただし、 カテゴ リ 、 重要度、 および宛先のパラ メ ータは
随時変更でき ます。 これらのオプシ ョ ンの詳細は 『Thresholds Module User Guide』 ( 英語 ) を

参照し て く だ さ い。

バージ ョ ン リ リ ース日 拡張機能

1.0 2003 年 5 月 8 つのレポー ト 、 Sybase サポー ト

2.0 2003 年 10 月 OVPI オブジェ ク ト マネージ ャのサポー ト

3.0 2004 年 4 月 OVPI 5.0 のサポー ト 、 Oracle のサポー ト

3.0 2004 年 8 月 ア ッ プグレード パッ ケージ (3.0)

3.1 2007 年 4 月 新しい機能 :

• 場所独立レポー ト (LIR)
• [ 管理コンソール ]>[Copy Policy Manager] をサポー ト

• NRT レポー ト の上部のテーブルから割合データ を削除

• オブジェ ク ト を削除する ための SQL を変更

新しいア ッ プグレード パッ ケージ :
• UPGRADE_RMON_EthernetStatistics_to_31.ap

次の不具合を修正 : 
• QXCR1000089875
概要 9



レポートのカスタマイズ方法

グループフ ィ ルターの適用、 パラ メ ータや表、 グ ラ フの編集、 カス タ ムプロパテ ィ データ ( カス
タマや場所 ) のイ ンポー ト など、 このパッ ケージ内のレポー ト をカス タマ イ ズする こ と ができ ま
す。 サービ スプロバイ ダなど、 カ ス タマ と レポー ト を共有する必要のあ る組織は、 グループフ ィ
ルターを使用し てカ ス タマ固有のレポー ト を作成し ます。 パラ メ ータ、 表、 およびグ ラ フの編集
は、 一時的な変更と し て誰で も行 う こ と ができ ます。

グループフ ィルター

レポー ト をカ ス タマ と 共有する場合は、 カ ス タマ固有のレポー ト を作成する必要があ り ます。 カ
ス タマ固有のレポー ト を作成するには、 次の手順を行います。

• Common Property Tables を使用し て、 カス タ ムプロパテ ィ 情報 ( カス タマ名 と デバイ スの

場所 ) を イ ンポー ト する

• 特定のカ ス タマに関連のあ るユーザー全員のためのグループアカ ウ ン ト を作成する

• そのグループアカ ウ ン ト 用のグループフ ィ ルターを作成し ます

グループフ ィ ルターの詳細については、 『Open View Performance Insight 管理ガ イ ド』 を参照

し て く だ さい。

パラメータの編集

パラ メ ータ を編集する場合は、 制約を適用し ます。 制約を適用し て、 レポー ト に不要なデータ を
取 り 除き ます。 た と えば、 [ カ ス タマ名 ] のパラ メ ータ を編集する と 、 [ カ ス タマ名 ] フ ィ ール ド

に入力し たカ ス タマ以外のすべてのカス タマのデータが消去されます。 

一度に複数の制約を適用する こ と ができ ます。 RMON Ethernet Statistics では、 次のパラ メ ー

タがサポー ト されています。 

• カ ス タマ名

• デバイ ス

• イ ン タ フ ェース

• プロ ト コル

• 場所

リ モー ト でレポー ト を表示し ている場合は (Web ア ク セスサーバーを使用 )、 レポー ト の右下に

あ る [ パラ メ ータの編集 ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て制約を適用し ます。 [ パラ メ ータの編集 ] ウ ィ

ン ド ウが開いた ら、 フ ィ ール ド に制約を入力し、 [ 送信 ] を ク リ ッ ク し ます。 

レポー ト ビ ューアを使っている場合には、 メ ニューバーから [ 編集 ]>[ パラメータ値 ] を選択し ま

す。 [ パラ メ ータ値の変更 ] ウ ィ ン ド ウが開いた ら、 [ 現在の値 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しい値を

入力し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

テーブルとグラフ

制約の適用に加えて、 レポー ト 内の個々のテーブル と グ ラ フ を変更でき ます。 これを行 う には、
[Edit Table] ア イ コ ン と [ グラフの編集 ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 レポー ト ビ ューアアプ リ ケー

シ ョ ンを使用し ている場合は、 オブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し て く だ さい。 テーブル と グ ラ フの
ビ ューオプシ ョ ンの詳細は、 付録 A 「テーブル と グ ラ フの編集」 を参照し て く だ さい。
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カスタムプロパティ情報

イ ン タ フ ェースに関連するすべてのプロパテ ィ 情報 ( イ ン タ フ ェースの速度、 カス タマ、 場所、

デバイ ス名、 および UtilThreshold) は、 Interface Reporting Report Pack から継承されます。

使用率のし きい値を変更し たい場合は、 ユーザー自身で作成するプロパテ ィ イ ンポー ト フ ァ イル
を OVPI に読み込ませるか、 あ るいは Interface Reporting に付属の Change Protocol Defaults
フ ォームを使用し ます。 詳細は、 第 3 章 「し きい値の変更」 を参照し て く だ さい。

追加情報の入手先

RMON Ethernet Statistics に付属するデモパッ ケージには、 パッ ケージ内の各レポー ト のサン

プルが含まれています。 デモパッ ケージが利用可能で、 完全なレポー ト の表示内容を見たい場
合、 デモパッ ケージを イ ン ス ト ールし て く だ さい。 デモレポー ト は対話形式で、 選択テーブルは
グ ラ フに リ ン ク されている ため、 パラ メ ータやビ ューのオプシ ョ ンを体験する こ と ができ ます。 

こ のパッ ケージの最近の拡張機能および既知の問題の詳細については、 以下を参照し て く だ さ
い。

• 『RMON Ethernet Statistics Report Pack リ リ ース ノ ー ト 』

本マニュ アルに関連する ド キ ュ メ ン ト には次のものがあ り ます。 

• 『Interface Reporting Report Pack ユーザーガ イ ド』

• 『Common Property Tables User Guide』

• OVPI Report Packs、 CD-ROM リ リ ース ノ ー ト 、 2007 年 7 月

中心と な る製品であ る OVPI のマニュ アル と、 OVPI 上で動作する レポー ト 機能についてのマ

ニ ュ アルは、 次の Web サイ ト から ダウ ン ロード でき ます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/

OVPI のマニ ュ アルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と 表示されます。 レポー ト

パッ クおよびデータパイプのユーザーガ イ ド は、 [Performance Insight Report Packs] の下に一覧

表示されます。 すべてのユーザーガ イ ド に日付が記されています。 マニ ュ アルが改訂されて再度
掲載される と 、 日付が変 り ます。 改訂されたマニュ アルは定期的に掲載されるので、 お手持ちの
PDF フ ァ イル と Web サイ ト に提供されている PDF フ ァ イルの日付を比較し て く だ さい。 新し

いバージ ョ ンが Web に掲載されている場合は、 Web 版の PDF をダウ ン ロード し て く だ さい。
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2 パッケージのインストール
本章では、 次の項目について説明し ます。 

• 円滑な イ ン ス ト ールのためのガ イ ド ラ イ ン 

• バージ ョ ン 3.1 へのア ッ プグレード

• RMON Ethernet Statistics のイ ン ス ト ール

• 配布されたレポー ト へのア ク セス

• パッ ケージの削除

円滑なインストールのためのガイド ライン

OVPI レポー ト 機能には、 2 つの構成要素 ( レポー ト パッ ク と データパイプ ) があ り ます。 レ

ポー ト 機能には、 複数のデータパイプが含まれている ものがあ り ます。 データパイプのイ ン ス
ト ール時に、 特定の周期で特定の種類のパフ ォーマン スデータ を収集する よ う に OVPI を設定し

ます。 レポー ト パッ ク を イ ン ス ト ールする と 、 データパイプによ って収集されたデータの要約お
よび集約を行 う よ う OVPI が設定されます。

RMON Ethernet Statistics Datapipe を イ ン ス ト ールする と 、 OVPI は RMON MIB をポー リ ン

グする よ う に設定されます。 RMON Ethernet Statistics Report Pack を イ ン ス ト ールする と 、

OVPI はデータパイプによ って収集されたデータ を処理し、 傾向分析を生成し、 その分析結果を

一連のレポー ト で表示する よ う に設定されます。 

レポー ト パッ ク CD-ROM には、 レポー ト パッ ク、 データパイプ、 およびい く つかの共有パッ

ケージが含まれています。 CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入し てパッ ケージ抽出プロ グ ラ ムを起

動する と 、 CD のイ ン ス ト ールス ク リ プ ト はすべてのパッ ケージをシステムの Packages デ ィ レ

ク ト リ に抽出し ます。 抽出が終わる と 、 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト は、 OVPI を起動し てパッ ケー

ジマネージ ャ を開始する よ う に促し ます。 パッ ケージマネージ ャ を使用する前に、 次のガ イ ド ラ
イ ンを再確認し て く だ さい。

ソフ トウェアの前提条件

RMON Ethernet Statistics Reporting には、 中心 と なる製品の前提条件と パッ ケージレベルの

前提条件の両方があ り ます。 中心 と な る製品の前提条件は以下の と お り です。

• OVPI 5.2

• OVPI 5.2 に提供されているすべてのサービ スパッ ク

サービ スパッ ク の リ リ ース ノ ー ト には、 イ ン ス ト ールの指示を含め、 各サービ スパッ クについて
の情報が記載されています。 パッ ケージレベルの前提条件は以下の と お り です。 

• Common Property Tables 3.6
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• Interface Reporting 5.2

• Interface Discovery Datapipe 2.4

• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.4

Common Property Tables

古いバージ ョ ンの Common Property Tables を使用し ている場合は ( バージ ョ ン 3.5 以前 )、
バージ ョ ン 3.6 にア ッ プグレード し ます。 Common Property Tables のア ッ プグレード パッ ケー

ジのイ ン ス ト ールは、 他のア ッ プグレード パッ ケージのイ ン ス ト ール と 同じですが、 このア ッ プ
グレード パッ ケージを イ ン ス ト ールする時、 他のパッ ケージを同時にイ ン ス ト ールする こ と はで
き ません。 Common Property Tables のア ッ プグレード パッ ケージのみイ ン ス ト ールし て く だ さ

い。

分散環境での本パッケージの実行

RMON Ethernet Statistics を複数のサーバー上で分散システム と し て実行する場合は、 中央

サーバー、 すべてのサテ ラ イ ト サーバー、 およびすべての リ モー ト ポーラーで同じバージ ョ ンの
OVPI と 、 同じサービ スパッ ク を実行し ている必要があ り ます。 パッ ケージのイ ン ス ト ールが終

了し た ら、 中央サーバーと サテ ラ イ ト サーバーを設定する必要があ り ます。 詳細は、 第 4 章 「分

散システムのセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。

バージ ョ ン 3.1 へのアップグレード

RMON Ethernet Statistics の古いバージ ョ ンを現在使用し ている場合は、 「to_31」 ア ッ プグ

レード パッ ケージを イ ン ス ト ールし て、 バージ ョ ン 3.1 にア ッ プグレード でき ます。 手順は次の

よ う にな り ます。

1 パッ ケージマネージ ャ を開始し ます。

2 UPGRADE_RMON_EthernetStatistics_to_31 を イ ン ス ト ールし ます ( このパッ ケージだけ

を イ ン ス ト ールし、 他のパッ ケージを同時にイ ン ス ト ールし ないで く だ さい )。

3 イ ン ス ト ールが終了し た ら、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

上記の手順を行 う 前に、 ポー リ ングポ リ シーおよびポー リ ンググループに関連する設定データの
保存が必要にな る こ と があ り ます。 さ らに、 自分で作成し たデータ テーブルまたはプロパテ ィ
テーブルのビ ューを削除する必要があ る場合もがあ り ます。 カ ス タ ムテーブルビ ューを削除し な
かった場合、 レポー ト パッ ク のア ッ プグレード処理が失敗する こ と があ り ます。

データパイプと リモートポーラー

既存のデータパイプをアン イ ン ス ト ールする と 、 次の情報が失われます。

• 単一の リ モー ト ポーラー用のポー リ ングポ リ シー

• 複数の リ モー ト ポーラー用の ク ローンポー リ ングポ リ シー

• カ ス タマイ ズ し たポー リ ンググループ

collection_manager コマン ドや group_manager コマン ド を使 う と 、 既存のポー リ ングポ リ シー

設定やカ ス タマイ ズ し たポー リ ンググループをエ ク スポー ト する こ と ができ ます。
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ポーリングポリシー設定のエクスポート

お使いの環境にリモートポーラー用のポーリ ングポ リシーが含まれている場合には、
collection_manager コマンドを使って、 既存のポ リシー設定をファイルにエクスポート して くだ

さい。 

UNIX: trendadm ユーザーでログインし、 次のコマンドを実行します。 

cd $DPIPE_HOME

./bin/collection_manager -export -file /tmp/savePollingPolicy.lst

Windows: Administrator でログインし、 コマンド ウ ィ ンド ウを起動します。 OVPI のインス

トールディ レク ト リに移動し、 次のコマンドを実行します。 

bin\collection_manager -export -file \temp\savePollingPolicy.lst

ポーリンググループ設定のエクスポート

お使いの環境にカスタマイズしたポーリ ンググループが含まれている場合には、
group_manager コマンドを使って、 グループを個々の .xml ファ イルにエクスポート して くださ

い。 

UNIX: trendadm ユーザーでログインし、 次のコマンドを実行します。 

cd $DPIPE_HOME

./bin/group_manager -export_all -outfile /tmp/savePollingGroups

Windows: Administrator でコマンド ウ ィ ンド ウを起動し、 OVPI のインス トールディ レク ト リ

に移動して、 次のコマンドを実行します。 

bin\group_manager -export_all -outfile \temp\savePollingGroups

カスタムテーブルビュー

データテーブルまたはプロパティテーブルにカスタムビューを作成してある場合、 作成した
ビューがレポートパッ クのアップグレード処理と衝突し、 アップグレードが正常に行われない可
能性があ り ます。 カスタムビューがアップグレード処理と衝突するかど うかは、 そのビューをど
のよ うに作成したかによ り ます。 SQL を使用して作成した場合は、 アップグレードは正常に行

われますが、 アップグレードが終了する と、 カスタムテーブルビューを使用できな くな り ます。
データパイプマネージャを使用して作成した場合は、 アップグレードは失敗する可能性が高くな
り ます。 アップグレードが失敗しないよ うにするために、 レポートパッ クをアップグレードする
前にカスタムテーブルビューを削除し、 アップグレードの完了後、 再度ビューを作成して くださ
い。

RMON Ethernet Statistics のインストール

スタンドアロンシステムで RMON Ethernet Statistics をインス トールするには、 次の作業を行

います。

• タスク 1: OVPI Timer を停止し、 レポートパッ クの CD からパッケージを抽出する

• タスク 2: 必要なら、 Common Property Tables をアップグレードする

• タスク 3: 次のパッケージをインス トールする
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— RMON_EthernetStatistics 3.1

— RMON_EthernetStatistics_Thresholds ( オプシ ョ ン )

— RMON_EthernetStatistics Datapipe 3.0

• タ ス ク 4:OVPI Timer を再起動する

タスク 1: OVPI Timer を停止し、 レポートパックの CD からパッケージを抽出する

1 システムにロ グ イ ン し ます。 UNIX システムの場合は root でロ グ イ ン し ます。

2 OVPI Timer を停止させ、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows では次の手順を実行し ます。

a [ コ ン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

b サービ スの一覧から [OVPI Timer] を選択し ます。

c [ 操作 ] メ ニ ューから [ 停止 ] を選択し ます。

UNIX の場合は、 root でロ グ イ ン し て次のいずれかを実行し ます。

— HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 レポー ト パッ ク の CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入し ます。 Windows では、 [Main Menu] が

自動的に開き ます。 UNIX では、 CD が自動的にマウ ン ト される場合 と されない場合があ り

ます。 自動的にマウ ン ト されない場合は、 CD の最上位デ ィ レ ク ト リ に移動し て、 ./setup

コマン ド を実行し ます。 

4 選択フ ィ ール ド に 1 を入力し、 [Enter] を押す。 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト がプロ グレ スバーを

表示し ます。 コ ピーが終わる と 、 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト はパッ ケージマネージ ャ を開始し
ます。 パッ ケージマネージ ャのイ ン ス ト ールウ ィ ザード が開き ます。

Packages デ ィ レ ク ト リ へのコ ピーが終了する と 、 Packages デ ィ レ ク ト リ に移動し て結果を確認

する こ と ができ ます。 Packages デ ィ レ ク ト リ には、 RMON Ethernet Statistics 用および

RMON_EthernetStatistics Datapipe 用に個別のフ ォルダーが含まれています。 RMON 
Ethernet Statistics には、 次のフ ォルダーがあ り ます。

• RMON_EthernetStatistics.ap

• RMON_EthernetStatistics_Demo.ap

• RMON_EthernetStatistics_Thresholds.ap

• UPGRADE_EthernetStatitiscs_to_31.ap

RMON_EthernetStatistics Datapipe には、 次のフ ォルダーがあ り ます。

• RMON_EthernetStatistics Datapipe.ap

タスク  2: Upgrade Common Property Tables

RMON Ethernet Statistics には Common Property Tables 3.6 が必要です。 Common Property 
Tables を まだア ッ プグレード し ていない場合は、 ア ッ プグレード パッ ケージを イ ン ス ト ールし

ます。 ア ッ プグレード パッ ケージを イ ン ス ト ールする際は、 他のパッ ケージを同時にイ ン ス ト ー
ルし ないで く だ さい。 Common Property Tables のア ッ プグレード のみイ ン ス ト ールし て く だ さ

い。 ア ッ プグレード にヘルプな場合は、 『Common Property Tables ユーザーガ イ ド 』 を参照し

て く だ さい。 
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タスク  3: RMON Ethernet Statistics とデータパイプのインストール

1 [ 管理コ ン ソール ] から [ ツール ]>[ パッケージマネージャ ] を選択し ます。 パッ ケージマネー

ジ ャの [ よ う こ そ ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

2 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [OVPI パッ ケージの場所 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

3 [ インストール ] を ク リ ッ ク し ます。 デフ ォル ト のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ を承認するか、

必要であれば別のデ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

4 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [OVPI レポー ト の配布解除 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 [ レポー ト

の配布 ] のデフ ォル ト を受け入れ、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名と ポー ト のデフ ォル ト を受

け入れます。 OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー名 と パス ワー ド を入力し ます。

5 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [OVPI パッ ケージの場所 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

6 次のパッ ケージの横にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し ます。

RMON_EthernetStatistics

RMON_EthernetStatistics_Thresholds ( オプシ ョ ン )

RMON_EthernetStatistics_Datapipe

7 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ タ イプの検出 ] ウ ィ ン ド ウが開 く ので、 デフ ォル ト を受け入れ

ます。

8 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 概要 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

9 [ インストール ] を ク リ ッ ク し ます。 [ イ ン ス ト ールの進捗状況 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 イ ン

ス ト ールが完了する と 、 イ ン ス ト ール完了 メ ッ セージが表示されます。

10 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て [ 管理コ ン ソール ] に戻 り ます。 

タスク  4: OVPI Timer を再起動する

Windows では次の手順を実行し ます。

a [ コ ン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

b サービ スの一覧から [OVPI Timer] を選択し ます。

c [ 操作 ] メ ニ ューから [ 開始 ] を選択し ます。

UNIX の場合は、 root でロ グ イ ン し て次のいずれかを実行し ます。

— HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

配布されたレポートへのアクセス

こ のレポー ト パッ ク のイ ン ス ト ール時に、 [ レポー ト の配布 ] オプシ ョ ンを有効にし ま し た。 そ

のため、 このパッ ケージのレポー ト ( およびフ ォーム ) は、 OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに

配布されています。 OVPI Application Server 上にあ る レポー ト は、 次の 2 つの方法で表示でき

ます。

• OVPI ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン

• Web ブラ ウザ
パッケージのインストール 17



システムに ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンがイ ン ス ト ールされている場合は、 [ レポー ト ビ ュー

ア ]、 [ レポー ト ビルダ ]、 および [ 管理コ ン ソール ] にア ク セスでき ます。 システムに ク ラ イ ア

ン ト アプ リ ケーシ ョ ンがイ ン ス ト ールされていない場合は、 Web ブラ ウザを使用し て、 レポー

ト を表示する必要があ り ます。 

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンの詳細は、 『OVPI イ ン ス ト ールガ イ ド 』 を参照し て く だ さ い。 

[ オブジェ ク ト / プロパテ ィ の管理 ] ビ ューを使用し て特定のオブジェ ク ト に関連する レポー ト を

起動する方法など、 [ 管理コ ン ソール ] の詳細は、 『Open View Performance Insight 管理ガ イ

ド 』 を参照し て く ださ い。

パッケージの削除

次の手順に従って RMON Ethernet Statistics をアン イ ン ス ト ールし ます。

1 システムにロ グ イ ン し ます。 UNIX システムの場合は root でロ グ イ ン し ます。

2 OVPI Timer を停止させ、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows では次の手順を実行し ます。

a [ コ ン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

b サービ スの一覧から [OVPI Timer] を選択し ます。

c [ 操作 ] メ ニ ューから [ 停止 ] を選択し ます。

UNIX の場合は、 root でロ グ イ ン し て次のいずれかを実行し ます。

— HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

— Sun :sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 パッ ケージマネージ ャ を開始し ます。 パッ ケージマネージ ャの [ よ う こ そ ] ウ ィ ン ド ウが開

き ます。

4 [ 次へ ] をクリ ックします。 [OVPI パッ ケージの場所 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

5 [ アンインストール ] を ク リ ッ ク し ます。

6 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ パッ ケージの選択 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

7 次のパッ ケージの横にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し ます。

RMON_EthernetStatistics

RMON_EthernetStatistics_Thresholds ( イ ン ス ト ールされている場合 ) 

RMON_EthernetStatistics_Demo  ( イ ン ス ト ールされている場合 )

RMON_EthernetStatistics_Datapipe

8 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 概要 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

9 [ アンインストール ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 進捗状況 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 削除が完了する

と 、 削除完了 メ ッ セージが表示されます。 

10 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

11 OVPI Timer を再起動し ます。

Windows では次の手順を実行し ます。
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a [ コ ン ト ロール パネル ] で、 [ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

b サービ スの一覧から [OVPI Timer] を選択し ます。

c [ 操作 ] メ ニ ューから [ 開始 ] を選択し ます。

UNIX の場合は、 root でロ グ イ ン し て次のいずれかを実行し ます。

— HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
パッケージのインストール 19
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3 しきい値の変更
RMON Ethernet Statistics を イ ン ス ト ールし てレポー ト を配布する と き、 Change Threshold
フ ォーム と い う フ ォーム も配布し ま し た。 こ のフ ォームによ り 、 オブジェ ク ト に関連する タ ス ク
を実行でき ます。 オブジェ ク ト と は、 デバイ ス と そのイ ン タ フ ェースすべて、 あ るいは個々のイ
ン タ フ ェースです。 

Change Threshold フ ォームは、 [ オブジェ ク ト / プロパテ ィ の管理 ] ウ ィ ン ド ウの [ オブジェク ト

固有のタスク ] に表示されます。 このフ ォームは ( 他のフ ォーム と と もに )、 RMON プローブが動

作するデバイ ス またはイ ン タ フ ェース を選択する と いつで も [ オブジェク ト固有のタスク ] に一覧

表示されます。

Change Threshold フ ォームを使用する と 、 ブロード キ ャ ス ト / マルチキ ャ ス ト し きい値を簡単

に変更する こ と ができ ます。 よ り 難しいし きい値の変更方法は、 新しいし きい値を含んだフ ァ イ
ルを作成し、 次に OVPI にそのフ ァ イルを イ ンポー ト させてプロパテ ィ テーブルを更新する と い

う 方法です。 

プロパティデータをファイルに記入

イ ンポー ト フ ァ イルは、 「最初から作成する」、 「必要な属性を専用の準備データベースからエ ク
スポー ト する」、 あ るいは 「OVPI によ って特定のプロパテ ィ データ を自動的に収集し、 その収

集し たデータ をエ ク スポー ト する」 こ と によ って作成する こ と ができ ます。 プロパテ ィ イ ンポー
ト フ ァ イルを最初から作成する こ と は簡単ではないため、 次の手順をお勧めし ます。

1 システムが自動的にシステム上のデバイ ス を検出でき る よ う にし ます。 

2 次のコマン ド を入力し て、 OVPI から既存のプロパテ ィ データ をエ ク スポー ト し ます。

trend_proc -f RMON_EtherStats_exportdata.pro 

3 修正するプロパテ ィ フ ァ イルの元 と し て この結果を使用し ます。 

4 修正し たフ ァ イルを正しいデ ィ レ ク ト リ (OVPI が探しに行 く 場所 ) に保存し、 次のコマン ド

を入力し て このフ ァ イルを イ ンポー ト し ます。

trend_proc -f RMON_EtherStats_importdata.pro 

こ のコマン ド を使用し ない場合、 OVPI は午前 4 時にフ ァ イルを イ ンポー ト し ます。 この時刻

は、 毎日の集計、 毎月の集計、 および予測集計が開始される前にな り ます。 デフ ォル ト を変更し
ない場合、 イ ンポー ト コマン ド は次のデ ィ レ ク ト リ からデータ を イ ンポー ト し、 エ ク スポー ト コ
マン ド は次のデ ィ レ ク ト リ にデータ をエ ク スポー ト し ます。 

$DPIPE_HOME/data/PropertyData
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次の表では、 プロパテ ィ イ ンポー ト フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト について説明し ます。 ユーザー自身
で このフ ァ イルを作成し ている場合は、 フ ァ イルが このフ ォーマ ッ ト に準拠し ている こ と を確認
し て く だ さい。 属性の順序 ( 左から右 ) は、 こ の表の属性の順序 ( 上から下 ) に従 う 必要があ り

ます。 また各属性はスペース ( 空白 ) ではな く タブで区切る必要があ り ます。 

OVPI から こ のフ ァ イルをエ ク スポー ト する場合、 フ ォーマ ッ ト は正し く 設定されているので

チェ ッ クする必要はあ り ません。

Change Threshold フォームの使用

ブロード キ ャ ス ト / マルチキ ャ ス ト し きい値のデフ ォル ト 値は 50% です。 次の手順に従って

Change Threshold フ ォームを開き、 ブロード キ ャ ス ト / マルチキ ャ ス ト し きい値を修正し ます。

1 [ 管理コ ン ソール ] を開き ます。

2 [ オブジェク ト ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 更新し たいイ ン タ フ ェースに移動し て選択するか、 デバイ ス上のすべてのイ ン タ フ ェースの
し きい値を更新し たい場合は、 デバイ スに移動し てそのデバイ ス を選択し ます。

4 Change Bcast-Mcast Threshold フ ォームが、 他の変更フ ォーム と と もに [Object Specific 
Tasks] の下に表示されます。

5 Change Bcast-Mcast Threshold フ ォームをダブルク リ ッ ク し ます。 フ ォームが開き ます。

6 必要に応じ て し きい値を更新し ます。

7 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し て変更を保存し、 次に [OK] を ク リ ッ ク し て変更を保存し フ ォームを終

了し ます。 変更を保存し ない場合は、 [ キャンセル ] を ク リ ッ ク し ます。 

属性 タ イプ デフ ォル ト 説明

ノ ー ド 名 char_string,64 N/A デバイ ス名

イ ン タ フ ェース名 char_string,188 N/A イ ン タ フ ェース名

BcastMcastThreshold integer 50 ブロード キ ャ ス ト / マルチキ ャ ス

ト し きい値。 ブロード キ ャ ス ト タ
イプまたはマルチキ ャ ス ト タ イプ
の ト ラ フ ィ ッ ク の割合
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NNM にト ラ ップを送信するための条件

RMON Ethernet Statistics 3.0 に付属のし きい値サブパッ ケージは、 次の 2 つの条件が同時に

生じ た場合に NNM サーバーにし きい値 ト ラ ッ プを送信し ます。

• ブロード キ ャ ス ト / マルチキ ャ ス ト し きい値を超過し ている

• 使用率のし きい値を超過し ている
しきい値の変更 23



使用率のし きい値は、 Interface Reporting Report Pack から継承し た ものです。 こ のし きい値を

修正するには、 以下に示す Change Protocol Defaults フ ォームを使用し ます。 こ のフ ォーム と

Interface Reporting にバン ド ルされているその他のフ ォームの詳細については、 『Interface 
Reporting Report Pack 5.2 ユーザーガ イ ド』 を参照し て く だ さい。
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4 分散システムのセッ トアップ
本章では、 次の項目について説明し ます。

• 適切なパッ ケージのイ ン ス ト ール

• 中央サーバーの設定

• サテ ラ イ ト サーバーの設定

• システム ク ロ ッ ク

適切なパッケージのインストール

分散システムで RMON Ethernet Statistics パッ ケージを実行する場合、 システム内のすべての

サーバーを設定する必要があ り ます。 この作業を始める前に、 次のテーブルを使用し て、 サー
バーで正しいパッ ケージが実行されている こ と を確認し ます。

通常は、 中央サーバーではポー リ ングは行いません。 システムの中央サーバーでポー リ ングを行
う には、 中央サーバーに RMON_EthernetStatistics Datapipe を イ ン ス ト ールする必要があ り

ます。

中央サーバーの設定

中央サーバーを設定するには、 次のタ ス ク を行います。

• タ ス ク 1: データベース ロールを設定し てサテ ラ イ ト サーバーを登録する

• タ ス ク 2: LIR を有効化する

中央サーバー 各サテ ラ イ ト サーバー

RMON_EthernetStatistics 3.1 RMON_EthernetStatistics 3.1

Common Property Tables 3.6 Common Property Tables 3.6

Interface Reporting 5.2 Interface Reporting 5.2

Interface Discovery Datapipe 2.4 Interface Discovery Datapipe 2.4

IR ifEntry Datapipe 2.4 IR ifEntry Datapipe 2.4

RMON EthernetStatistics Datapipe 3.0

RMON_EthernetStatistics_Thresholds

Thresholds Module 5.1
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• タ ス ク 3: LIR マ ッ ピングを追加する

• タ ス ク 4: 自動生成された コ ピーポ リ シーを検証する

• タ ス ク 5: trendtimer.sched フ ァ イルを変更する

タスク 1: データベースロールを設定してサテライ トサーバーを登録する

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ システム ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 [OVPI データベース ] フ ォルダーに移動し てデータベースシステムを選択し ます。

4 [ データベースのプロパティ ] を ク リ ッ ク し ます。

5 [ データベース ロール ] リ ス ト から、 サテ ラ イ ト サーバーロールを選択し ます。

6 サテ ラ イ ト サーバーロールの設定に必要な情報を入力し ます。

タスク  2: LIR を有効化する

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ システム ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 [OVPI データベース ] フ ォルダーに移動し て中央サーバーを選択し ます。

4 [LIR 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

5 [LIR の有効化 ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

タスク  3: LIR マッピングを追加する

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ システム ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 [OVPI データベース ] フ ォルダーに移動し て中央サーバーを選択し ます。

4 [LIR 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

5 [ マッピングの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

6 [Select Satellite Server] リ ス ト から、 マ ッ ピングを追加するサテ ラ イ ト サーバーを選択し ま

す。

7 [ カテゴリ ] データ テーブルオプシ ョ ンを選択し ます。

8 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から [RMON Ethernet Statistics] を選択し ます。

9 rate データ タ イプを選択し ます。

10 [ リス トに追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

11 さ らに LIR マ ッ ピングを追加する場合は、 [ リス トに追加 ] を ク リ ッ ク し て、 手順 6 ～手

順 10 を繰 り 返し ます。

12 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

13 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。

新しいデータベース リ フ ァ レ ン ス を追加するには、 System and Network Administration アプ

リ ケーシ ョ ンで [ データベース リ フ ァ レ ン スの追加ウ ィ ザー ド ] を使用でき ます。
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時間単位のデータおよび追加し た各 LIR マ ッ ピングに対し て、 コ ピーポ リ シーが自動的に生成

されます。 LIR マ ッ ピ ングを追加し た と きに選択し たデータ タ イプ ( 上記の手順 9) によ って、

生成された コ ピーポ リ シーで定義される コ ピーデータのタ イプが決ま り ます ( 一例と し て、 生成

された コ ピーポ リ シーで定義される コ ピーデータのタ イプが、 LIR マ ッ ピングで選択し たデータ

タ イプよ り も大き く な り ます )。 た と えば、 時間単位のデータ タ イプが選択されている場合、 日

単位のデータ コ ピーポ リ シーが生成されます。

タスク  4: 自動生成されたコピーポリシーを検証する

SHRMONEtherStats テーブルに対し て コ ピーポ リ シーが生成され、 コ ピータ イプが正し く 設定 
([ プロパテ ィ およびデータ ]) されている こ と を確かめます。

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [Copy Policy] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し、 Copy Policy Manager を起動

し ます。

3 SHRMONEtherStats テーブルを探し、 コ ピータ イプが [ プロパテ ィ およびデータ ] に設定

されている こ と を確かめます。

テーブルのコ ピーポ リ シーが生成されていない場合は、 次の手順を実行し ます。

1 [ 新規コピーポリシー ] ア イ コ ンを ク リ ッ クするか、 または Copy Policy Manager から [ ファイ

ル ]>[ 新規コピーポリシー ] を選択し ます。 [ コ ピーポ リ シーウ ィ ザード ] が表示されます。

2 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [Satellite Server and Copy Policy Selection] ページが表示されま

す。

3 プルダウ ン リ ス ト からサテ ラ イ ト サーバーを選択し ます。 このサテ ラ イ ト サーバーからデー
タが中央サーバーにコ ピーされます。

4 [ シングルテーブル ] を選択し、 プルダウ ン リ ス ト から [SHRMONEtherStats] を選択し ます。

5 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [Copy Type Selection Page] ページが表示されます。

6 [ プロパティおよびデータ ] を選択し ます。

7 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 概要 ] ページが表示されます。

8 概要ウ ィ ン ド ウの情報を確認し ます。 情報が正し く ない場合は、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て変更

する こ と ができ ます。

9 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

コ ピータ イプが [ プロパテ ィ およびデータ ] に設定されていない場合は、 次の手順を実行し ます。

1 コ ピーポ リ シーをダブルク リ ッ ク し ます。

2 [ プロパティおよびデータ ] コ ピータ イプを選択し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

タスク  5: trendtimer.sched ファイルを変更する

trendtimer.sched フ ァ イルは {DPIPE_HOME}/lib/ デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 こ こ で、

{DPIPE_HOME} は OVPI がイ ン ス ト ールされるデ ィ レ ク ト リ です。

こ のフ ァ イルを次のよ う に変更し ます。

• 次の行を見つけて コ メ ン ト ア ウ ト し ます。

1:00+25 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f  
{DPIPE_HOME}/scripts/EtherStats_Hourly_Process.pro
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サテライ トサーバーの設定

次の手順に従って各サテ ラ イ ト サーバーを設定し ます。

1 {DPIPE_HOME}/libtrendtimer.sched フ ァ イル ({DPIPE_HOME} は OVPI がイ ン ス

ト ールされるデ ィ レ ク ト リ です ) を変更し ます。 次の行を見つけて コ メ ン ト ア ウ ト し ます。

24:00+5:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f  
{DPIPE_HOME}/scripts/EtherStats_DMF_Process.pro

2 EtherStats_Hourly_Process.pro フ ァ イルを変更する

EtherStats_Hourly_Process.pro フ ァ イルは {DPIPE_HOME}/scripts/ デ ィ レ ク ト

リ にあ り ます。 こ こ で、 {DPIPE_HOME} は OVPI がイ ン ス ト ールされるデ ィ レ ク ト リ です。

以下を変更し ます。

• 次の行を見つけて コ メ ン ト を外し ます。

# begin:EtherStats_2 wait

# {DPIPE_HOME}/bin/perl {DPIPE_HOME}/scripts/IR_Performance.pl -p 
  "Sat_1_EtherStats_Copy" -t  hour -v start

# {DPIPE_HOME}/bin/trendcopy -t SHRMONEtherStats 

# {DPIPE_HOME}/bin/perl {DPIPE_HOME}/scripts/IR_Performance.pl -p 
  "Sat_1_EtherStats_Copy" -t  hour -v stop

# end:EtherStats_2

3 各イ ン タ フ ェースが必ず 1 つのサテ ラ イ ト サーバーのみによ ってポー リ ング される よ う に、

RMON Ethernet Statistics Datapipe のポー リ ングポ リ シーを設定し ます。

システムクロック

各サテ ラ イ ト サーバーのシステム ク ロ ッ ク が中央サーバーのシステム ク ロ ッ ク と 同期し ている こ
と を確認し ます。 この手順は非常に重要です。 分散環境では、 独立し た複数のマシンすべてで、
リ ン ク されたプロセス を正確な順序で実行し なければな り ません。
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5 デモレポート
こ の章では以下について説明し ます。

• 各レポー ト 内容の概要 ( 全部で 8 つのレポー ト )

• 画面キ ャプチャ

画面キ ャプチャはデモパッ ケージから提供されます。

1. ブロードキャスト + マルチキャストパケッ トの履歴分析

• 前日のイ ン タ フ ェースあた り のパケ ッ ト 量

• 前日のマルチキ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク に対するブロード キ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク の割合

• 2 日間のマルチキャ ス ト 、 ブロ ード キャ ス ト 、 およ びユニキャ ス ト のパケッ ト 数 (1 時間ごと )

• 過去 31 日間のマルチキ ャ ス ト 、 ブロード キ ャ ス ト 、 およびユニキ ャ ス ト のパケ ッ ト 数 (1 日

ご と )

• 過去 31 日間のマルチキ ャ ス ト と ブロード キ ャ ス ト のパケ ッ ト 分布

• 過去 31 日間のイ ン タ フ ェースの利用率

2. ブロードキャス ト + マルチキャストパケッ トの準リアルタイム分析 ( 図はありません )

• 過去 12 時間のイ ン タ フ ェースあた り のパケ ッ ト 量

• 過去 12 時間のマルチキ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク に対するブロード キ ャ ス ト ト ラ フ ィ ッ ク の割合

• 過去 12 時間のマルチキ ャ ス ト 、 ブロード キ ャ ス ト 、 およびユニキ ャ ス ト のパケ ッ ト 数

• 過去 12 時間のイ ン タ フ ェースの利用率

3. パケッ トサイズの履歴分布

• 前日の全パケ ッ ト 数

• エラーを含んだ前日のパケ ッ ト の割合 ( パーセン ト )

• 前日のオ ク テ ッ ト

• 前日の LAN セグ メ ン ト の使用率

• 過去 2 日間のパケ ッ ト サイ ズの分布 (1 時間ご と )

• 過去 31 日間のパケ ッ ト サイ ズの分布 (1 日ご と )

• 過去 31 日間のブロード キ ャ ス ト と マルチキ ャ ス ト のパケ ッ ト の割合 ( パーセン ト )

• 過去 31 日間のイ ン タ フ ェースの使用率

4. パケッ トサイズの準リアルタイム分布

• 過去 12 時間の全パケ ッ ト 数
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• エラーを含んだ過去 12 時間のパケ ッ ト の割合 ( パーセン ト )

• 過去 12 時間のオ ク テ ッ ト

• 過去 12 時間の使用率

• 過去 12 時間のパケ ッ ト サイ ズの分布

• 過去 12 時間のブロード キ ャ ス ト と マルチキ ャ ス ト のパケ ッ ト の割合 ( パーセン ト )

• 過去 12 時間のイ ン タ フ ェースの使用率

5. 履歴エラーレポート

• 前日のイ ン タ フ ェースあた り のパケ ッ ト 量

• エラーを含んだ前日のパケ ッ ト の割合 ( パーセン ト )

• 以下のエラーを含んだパッ ケージの割合 ( パーセン ト )

— フ ラ グ メ ン ト エラー

— CRCAlign エラー

— 過小サイ ズエラー

— 過大サイ ズエラー

— ジ ャバエラー

• 過去 2 日間のエラー件数 (1 時間ご と )

• 過去 31 日間のエラー件数 (1 日ご と )

• 過去 31 日間のコ リ ジ ョ ン

• 過去 31 日間のプローブの ド ロ ッ プイベン ト

6. 準リアルタイムエラーレポート

• 過去 12 時間のイ ン タ フ ェースあた り のパケ ッ ト 量

• エラーを含んだ過去 12 時間のパケ ッ ト の割合 ( パーセン ト )

• 以下のエラーを含んだパッ ケージの割合 ( パーセン ト )

— フ ラ グ メ ン ト エラー

— CRCAlign エラー

— 過小サイ ズエラー

— 過大サイ ズエラー

— ジ ャバエラー

• 過去 12 時間のエラー件数

• 過去 12 時間のコ リ ジ ョ ン

• 過去 12 日間のプローブの ド ロ ッ プイベン ト

7. ドロップイベン トのレポート

• カ ス タマ選択一覧

• 選択し たカス タマに関連付け られているデバイ スの一覧
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• 前日のデバイ スあた り の ド ロ ッ プイベン ト

• 前日のイ ン タ フ ェースあた り の ド ロ ッ プイベン ト

8. インベン ト リレポート

• カ ス タマ選択一覧

• 選択し たカス タマに関連付け られているデバイ スの一覧

• 選択し たデバイ スに関連付け られている イ ン タ フ ェースの一覧
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A テーブルとグラフの編集
テーブルやグ ラ フは複数の方法で表示する こ と ができ ます。 通常はデフ ォル ト のビ ューで十分で
すが、 別のビ ューに変更するのは簡単です。 レポー ト ビ ューアを使っている場合には、 オブジェ
ク ト を右ク リ ッ クする と 、 ビ ューオプシ ョ ンの一覧が開き ます。 Web ア ク セスサーバーを使用

し ている場合には、 次の手順に沿って、 テーブルやグ ラ フのデフ ォル ト ビ ューを変更し て く だ さ
い。

1 リ ン クバーの [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

2 ナビゲーシ ョ ン フ レームの [ レポート ] を展開し ます。

3 [ 表示 ] を ク リ ッ ク し ます。

4 [ 要素編集の許可 ] ボ ッ ク ス を選択し ます。

5 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。

6 テーブルまたはグ ラ フの横の [ 編集 ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 

テーブルのビューオプシ ョ ン

テーブルを右ク リ ッ クする と 、 あ るいは、 Web ア ク セスサーバー使用時に [Edit Table] ア イ コ ン

を選択する と 、 テーブルビ ュー オプシ ョ ンの一覧が開き ます。

相対時間範囲 ( 現在からの ) を変更し た り 絶対時間範囲を設定するには、 [ 期間の設定 ] を選択し

て く だ さい。 [ 期間の設定 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

テーブルに表示する 対象の期間を、 たと えば 42 日から 30 日や 7 日に、 短縮する こ と ができ ま

す。 過去のある 日から 昨日以前の日ま での具体的な期間を指定し たい場合には、 [ 絶対時間の使用 ]
をク リ ッ ク し 、 [ 開始時刻 ] と [ 終了時刻 ] を選択し ま す。

制約を緩 く あ るいは厳し く し て、 制約を満たす要素の数を増やし た り 減ら し た り するには、 [ 制
約値の変更 ] を選択し て く だ さい。 [ 制約値の変更 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 制約を緩 く するには

値を小さ く 、 制約を厳し く するには値を大き く 設定し ます。
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[ ノード / インタフェースの選択 ] を選択する と 、 テーブルの対象を特定の ノードや、 特定のイ ン タ

フ ェース、 ノ ードやイ ン タ フ ェースの特定のグループに制限し て、 テーブルのス コープを変更す
る こ と ができ ます。 [ ノ ード の選択タ イプを選択し ます ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

[ 最大行数の変更 ] を選択する と 、 テーブルに表示する行数を増やし た り 減ら し た り する こ と がで

き ます。 デフ ォル ト は 50 です。 デフ ォル ト よ り 大きい値を指定する と 、 テーブルを開 く のにか

かる時間が長 く な る場合があ り ます。 大規模なネ ッ ト ワークの場合には、 デフ ォル ト 値を使 う と
テーブルが最も速 く 開き ます。 

[ 新規フレームで表示 ] を選択する と 、 次の図のよ う に、 テーブルが [ テーブルビ ューア ] ウ ィ ン ド

ウ内に開き ます。 必要に応じ てウ ィ ン ド ウのサイ ズを調整し、 テーブル内のデータ を読みやす く
し て く だ さい。 
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グラフのビューオプシ ョ ン

グ ラ フ を右ク リ ッ クする と 、 あ るいは、 Web ア ク セスサーバー使用時に [ グ ラ フの編集 ] ア イ コ

ンを選択する と 、 次のよ う なビ ューオプシ ョ ンの一覧が開き ます。 

次の表では、 各オプシ ョ ンの詳細について説明し ます。

オプシ ョ ン 機能

[ 期間の設定 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ 制約値の変更 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ ノード / イ ン タ フ ェースの選択 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ 表示データ ] グ ラ フ上のそれぞれの点について、 データ を
スプレ ッ ド シー ト に表示する

[ グ リ ッ ド ] 次のグ リ ッ ド 線をグ ラ フに追加する

X 軸のグ リ ッ ド 線

Y 軸のグ リ ッ ド 線

X 軸および Y 軸のグ リ ッ ド線

[ 凡例 ] レジェ ン ド ( 凡例 ) を削除または移動する  

[ ス タ イル ] 下記の図を参照

[ 最大行数の変更 ...] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ データ テーブルの表示 ] 下記を参照
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スタイルオプシ ョ ン

[ スタイル ] を選択する と 、 グ ラ フの 7 つのビ ューオプシ ョ ンの一覧が表示されます。

[ スタイル ]>[ 面グラフ ]

線グ ラ フや棒グ ラ フ を面グ ラ フに変更し ます。 このフ ォーマ ッ ト では、 相対値や合計値は見やす
く な り ますが、 小さ なデータ型の絶対値は見に く い場合があ り ます。 色の帯の任意の場所を ク
リ ッ クする と 、 その場所の正確な値が表示されます。

[ 要素を CSV と し てエ ク スポー ト ...] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ 新規フ レームで表示 ] [ グ ラ フ ビ ューア ] ウ ィ ン ド ウにグ ラ フを開 く

[ グ ラ フの印刷 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

オプシ ョ ン 機能
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グ ラ フの期間を短 く するには、 [Shift] ＋ [Alt] キーを押し、 マウ スの左ボタ ンで注目し たい期間

をハイ ラ イ ト し ます。 マウ スボタ ンを離すと 、 選択し た期間が表示されます。

[ スタイル ]>[ 積み上げ面グラフ ]

面グ ラ フや線グ ラ フ を積み上げ面グ ラ フに変更し ます。 こ のビ ューは、 少数の変数を表示するの
に適し ています。

[ スタイル ]>[ 棒グラフ ]

グ ラ フ を棒グ ラ フに変更し ます。 こ のビ ューは、 少数の変数の比較的等しい値を表示するのに適
し ています。 次のグ ラ フには 3 つの変数が表示されています。
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[ スタイル ]>[ 積み上げ棒グラフ ]

線グ ラ フや面グ ラ フ を積み上げ棒グ ラ フに変更し ます。 フ レームの幅を広げる と 、 時間の目盛 り
は 1 時間単位にな り ます。 フ レームの高さ を広げる と 、 呼び出しボ リ ュームが 10 単位で表示さ
れます。

[ スタイル ]>[ 折れ線グラフ ]

面グ ラ フの色の帯を線に変更し ます。 フ レームの幅を調整する と 、 データ ポイ ン ト を時間単位に
する こ と ができ、 フ レームの高さ を調整する と 、 呼び出し ボ リ ュームを整数にする こ と ができ ま
す。
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[ スタイル ]>[ 円グラフ ]

面グ ラ フ を円グ ラ フに変更し ます。 面グ ラ フの帯が円グ ラ フの 1 つの区切 り にな り 、 円グ ラ フ全

体が 24 時間を表すよ う にな り ます。 このビ ューが役に立つのは、 表示するデータ値の数が少な

く 、 対象のデータが 1 日分の場合です。

複数の日のデータ を見る場合には、 1 日につき 1 つの円グ ラ フが、 複数表示されます。 

[ データテーブルの表示 ]

こ のオプシ ョ ンを選択する と 、 グ ラ フがスプレ ッ ド シー ト に変わ り ます。 
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[ 新規フレームで表示 ]

グ ラ フが [ グ ラ フ ビ ューア ] ウ ィ ン ド ウ内に開き ます。 ウ ィ ン ド ウのサイ ズを調整し て読みやす

く し て く だ さい。 
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用語集
オーバーサイズのパケッ ト

1518 オ ク テ ッ ト よ り も長いが、 それ以外は正しい構成で受信し たパケ ッ ト の数。

オクテッ ト

8 ビ ッ ト 。 混乱を避ける ため用語 「バイ ト 」 の代わ り に用語 「オ ク テ ッ ト 」 を使用する場合があ

り ます。 これは、 すべてのコ ンピ ュータが 8 ビ ッ ト 長のバイ ト を使用する と は限ら ないからで

す。 RMON Ethernet Statistics パッ ケージのレポー ト には、 LAN セグ メ ン ト 上のオ ク テ ッ ト 数

が示されます。

コ リジ ョ ン

コ リ ジ ョ ン と は、 同じ イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワーク上の 2 つのデバイ スが、 ま った く 同時にデータ

を送信し よ う と し た と きに起こ り ます。

ジャバ

1518 オ ク テ ッ ト よ り も長 く 、 かつ配置エラーが含まれたパケ ッ ト 。 

ドロップイベン ト

ポー ト でのオーバーラ ン。 RMON ポー ト は、 全回線速度で ト ラ フ ィ ッ ク を受信し て処理する こ

と ができ なかった場合に、 カ ウ ン タからい く つかのパケ ッ ト を切 り 捨て る必要があ り ます。 ド

ロ ッ プイベン ト の変更は、 RMON のイ ン フ ラ ス ト ラ クチャに重負荷がかかる こ と によ って生じ

る場合があ り ます。

パケッ ト

ネ ッ ト ワーク上で伝送する ためにフ ォーマ ッ ト されるデータの単位。 データは、 パケ ッ ト 交換

ネ ッ ト ワーク上で送信する ためにパケ ッ ト に分割されます。 パケ ッ ト 数は廃棄率 と と もに表示さ

れます。

フラグメン ト

パケ ッ ト の断片。 ネ ッ ト ワーク上に送信された通信パケ ッ ト は、 一時的にフ ラ グ メ ン ト に分割す

る こ と が必要な場合があ り ます。 パケ ッ ト は宛先で再構築されます。

ブロードキャス トパケッ ト

イーサネ ッ ト 上のすべてのホ ス ト に送信されるパケ ッ ト 。 RMON Ethernet Statistics パッ ケー

ジのレポー ト には、 ブロード キ ャ ス ト パケ ッ ト と 他のタ イプのパケ ッ ト と の割合 ( パーセン ト )
が示されます。

ポート

MIB-II をサポー ト する任意のネ ッ ト ワークデバイ ス上に存在する、 任意のフ レーム リ レーイ ン

タ フ ェース。
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マルチキャストパケッ ト

ネ ッ ト ワーク上の単一の送信者と 複数の受信者の間の通信。 RMON Ethernet Statistics パッ

ケージのレ ポート には、 マルチキャ ス ト パケッ ト と 他のタ イ プのパケッ ト と の割合 ( パーセント )
が示されます。
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